
第１学年 数学 
年 間 学 習 計 画 ・ 学 習 内 容  

 
≪教 科 の 目 標≫ 

数量、図形などの関する基礎的な概念

や原理、法則の理解を深め、数学的な

表現や処理の仕方を習得し、事象を数

学的に考察する能力を高めるととも

に、数学的活動の楽しさ、数学的な見

方や考え方のよさを知り、それらを進

んで活用する態度を育てる。 

≪評価の観点≫ 
＊知識・技能 

・・事象を数量、図形などで数学的

に処理できる。 

・式の計算や方程式・グラフについ

て理解している。 

・推論の方法を身につけている。 

・数量、図形などに関する基礎的 

 な概念や原理・法則などを理解し

ている。 

 ・客観的な問題の解法を理解して 

いて、数学的な知識を身につけて

いる。 

＊思考・判断・表現 

・数学的な見方、考え方を身につけ、

事象を数学的にとらえることが

できる。 

・論理的に考え、思考の過程を振り

返り考えを深めることができる。 

＊主体的に取り組む態度 

・数学的活動の楽しさや数学のよさ

に気付いて粘り強く考え、数学を

生活や学習に生かそうとしてい

る。 

・問題解決の過程を振り返り検討し

ようとしている 

≪学 習 の 特 色≫ 

・基礎基本の習得に時間をかける 

・文章題の応用については取り組 

みやすいような課題に組みなお

す。 

・数学的な活動を積極的に取り入れ

ます。 

・思考の表現活動を積極的に取り入

れます。 

１

学

期 

４

月 

0章 正負の数 

・整数の性質について学びます。 

１章 正負の数 

・正の数、負の数の意味や数の大小関係に

ついて学びます。 

・正負の数の加法、減法、乗法、除法の計

算を学びます。 

・正負の数の計算についての法則を知り、正

負の数の利用について学びます。 

５

月 

２章 文字と式 

・数の代わりに文字を使うことを知り、文

字式のいろいろな約束を学びます。 

・代入と式の値、１次式と数の乗法除法、

１次式の加法、減法について学びます。 

・図形の面積などの公式を文字を使って表

すことを学びます。 

６

月 

３章 方程式 

・方程式の意味を知り、等式の性質や移項

について学びます。 

・方程式の解き方を知り、いろいろな方程

式を解くことを学びます。 

・文章題を方程式を用いて解決することを

学びます。 

７

月 

２

学

期 

９

月 

４章 比例と反比例 

・ともなって変わる２つの量が比例、反比

例の関係であることを見出すことを学び

ます。 

・比例、反比例の関係をグラフに表し、そ

の特徴を学びます。 

・比例、反比例を使って実際の問題を解決

することを学びます。 

10 

月 

５章 平面図形 

・平面上の直線、線分、角の意味と表し方

を知り、平面図形に対する見方を学びま

す。 

・線対称や点対称について理解し、対称的

な図形について学びます。 

・基本的な作図の仕方を知り、それらを活

用することを学びます。 

11

月 

12

月 
６章 空間図形 

・空間における直線や平面の位置関係、い

ろいろな立体について学びます。 

・展開図、見取り図などを通して、立体の

性質を学びます。 

・立体の体積や表面積の求め方を 

 学びます。 

３

学

期 

１

月 

２

月 

≪基礎・基本の習得≫ 
 ・小テストにより、基本計算の定着

を図る。 

・本校の数学科では基礎計算の完 

全な習熟に向けて取り組んでい

る。 

 ・長期休業やテスト前補習により

基礎・基本の定着を図る。 

７章  データの分析と活用 

 ・資料を目的に応じて収集し、それを表や

グラフに整理し、資料の散らばりや代表値に

着目して資料の傾向をよみとり、説明できる

ようにします。 

・累積度数について学びます。 ３

月 まとめ 

 ・今までに学んだ内容を総合的に考えた

り、発展させたりして解決することを学

びます。 





学習の特色

1、2年生で多くの種目を体験するの
で、苦手な種目・嫌いな種目を克服
し、得意な種目をより伸ばすことがで
きる。
○学びの基本事項
・集団の一員としての
自覚を持つ。
・挨拶返事を元気にす
る。
・走って行動する。
・常に安全に行う

○補強運動
・腕立て伏せ、腹筋、肺筋
・馬跳び
・２分間ダッシュ走○球技Ⅲ（サッカー）・ダンス

○球技Ⅲ（サッカー）・ダンス

○剣道・球技Ⅱ（バスケットボール）

１
月

○体育理論
○体つくり（体力を高める運動）

２
月

２
　
学
　
期

９
月

○体育理論
○体育理論
○陸上競技Ⅰ（短距離走・リレー）

１
０
月

○器械運動・陸上Ⅱ
（マット運動・跳び箱）
（ハードル走・幅跳び）

３
　
学
　
期

３
月

１
１
月

○長距離走

１
２
月

　体育や保健の見方・考え方を働かせ、
課題を発見し、合理的な解決に向けた学
習過程を通して、心と体を一体として捉
え、生涯にわたって心身の健康を保持増
進し豊かなスポーツライフを実現するた
めの資質・能力を育成することを目指
す。

《評価の観点》
「知識・技能」
各種の運動の特性に応じた技能及び個
人生活における健康・安全について理解
するとともに基本的な技能を身に付けて
いる。

「思考・判断・表現」
運動や健康についての自他の課題を発
見し、合理的な解決に向けて思考し判断
するとともに他者に伝える力を身に付け
ている。

「主体的に学習に取り組む態度」
生涯にわたって運動に親しむとともに健
康の保持増進と体力の向上を目指し、
明るく豊かな生活を営もうとしている。

第1学年　保健体育
年間学習計画・学習内容

４
月

５
月

６
月

１
　
学
　
期

○体育理論
○体つくり（集団行動・体ほぐしの運動）

○球技（ソフトボール・バレーボール）
○保健（心身の機能の発達と心の健
康、健康の成り立ちと疾病の発生要
因、生活習慣と健康）

○水泳（クロール・平泳ぎ）

○水泳（クロール・平泳ぎ）
７
月

教科の目標



第１学年 技術・家庭科 （週２時間）

年間学習計画・学習内容 教科の目標

【技術分野】 ○生活に必要な基礎的な知識と技
術を身につけることによって、

１ 進んで生活を便利に工夫したり、
○ 授業ガイダンス 豊かな生活を創造する能力と、
・技術分野で学ぶこと 実践的な態度を育てることを目

学 ・技術を見つけよう 標としています。
・技術とわたしたちの生活
・学習の見通しをもとう 《 評価の観点》

期 ○情報についての基礎的・基本的な知識・技能
・情報と私たちの生活 ○知識・技能
・情報通信ネットワークの利用 ・定期テストの結果
・情報通信ネットワークと情報セキュリティ ・授業中の発表内容
・情報モラルと知的財産 ・提出した課題の内容

２ ・製作時の安全への配慮
○材料と加工の技術についての基礎的・基本的 ・能率、精度、作品の完成度
な知識・技能 ○思考・判断・表現

学 ・計画、設計、製作の工夫
・ものづくりの視点と進め方 ・ノートなどのまとめ方の工夫
・材料 ・発明創意工夫展への出品作品

期 ・設計、製図 ○主体的に学習に取り組む態度
・木材による製作 ・授業の取り組み
・金属・プラスチックによる製 作 ・提出物の完成度

○材料と加工の技術による問題解決

３ ・実習（部品表と工程表、けがき、切断、
切削、穴あけ・溝ほり、部品の検査と
修正、仮組立て・組立て、表面と角の

学 仕上げ） 学習の特色

○社会の発展と材料と加工の技術 ○学習をしたことを生活に生かせ
期 るよう、実習、実験、製作など

・材料と加工に関する技術の評価・活用 の実践的・体験的な学習活動を
行います。

１ 【家庭分野】
○生徒自らが生活の中での課題を

○授業ガイダンス（技術・家庭科の授業を知ろう） 発見し、追求し解決のための方
学 A 家族・家庭と子どもの成長 策を繰り返し行います。

１、わたしの成長と家族
・わたしを支えてくれた ○実習の中で安全の保持に十分留

期 家族や周囲の人々 意するとともに、安全な行動を
２．わたしたちと家族・家庭と地域 進んで出来るようにします。
・家庭のはたらき
・家庭生活を支える仕事
・家庭生活と地域

C 衣生活・住生活と自立
２、快適に住まう 基礎・基本の習得
・住まいのはたらきと役割
・住まいの安全対策 ○普段の生活の中で活かせるよう
・災害への備え な技術や知識を身につけます。

２ ・快適な住まい
○ものを作る喜びを知ることがで

B 食生活と自立 きます。
学 １、健康と食生活

・生活のリズムと食事 ○これからものを作っていきたい
・栄養素のはたらきと食品 という気持ちを大切にします。

期 ・中学生に必要な栄養
・食品の概量と食品群別摂取量のめやす
２、食品の選択と保存
・生鮮食品の選び方

３ ・いろいろな加工食品
３、調理をしよう

学 ・調理の計画
・調理の基

期 ・肉の調理
・魚の調理
・野菜の調理




